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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成26年9月18日(2014.9.18)

【公表番号】特表2013-537414(P2013-537414A)
【公表日】平成25年10月3日(2013.10.3)
【年通号数】公開・登録公報2013-054
【出願番号】特願2013-523260(P2013-523260)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/24     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   5/40     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０１　
   Ｃ０７Ｋ  16/24    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  16/46    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｙ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
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   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ   5/40    　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  33/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｐ
   Ｃ１２Ｐ  21/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月28日(2014.7.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単離されたＩＬ－１７結合剤であって、以下の一方又は両方を含む剤：
（ａ）配列番号１（但し、配列番号１の残基３２、５３及び５９の１つ以上が異なる残基
に置換されており、且つ随意に配列番号１の残基３０、３１、３５、４０、５０、５２、
５３、５９、６２、６６、６９、７５、７９、８８及び９７の１つ以上が異なる残基に置
換されている）又はそれと少なくとも８５％同一であるアミノ酸配列を含む免疫グロブリ
ン重鎖ポリペプチド、並びに
（ｂ）配列番号２３（但し、配列番号２３の残基９、１０、１１、１３、１７、２０、２
１及び２２の１つ以上が異なる残基に置換されている）又はそれと少なくとも８５％同一
であるアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖ポリペプチド。
【請求項２】
　該免疫グロブリン重鎖ポリペプチド又は該免疫グロブリン軽鎖ポリペプチドを含む、請
求項１に記載の単離されたＩＬ－１７結合剤。
【請求項３】
　該免疫グロブリン重鎖ポリペプチド及び該免疫グロブリン軽鎖ポリペプチドを含む、請
求項１に記載の単離されたＩＬ－１７結合剤。
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【請求項４】
　免疫グロブリン重鎖ポリペプチドが配列番号２を含む、請求項１～３のいずれか一項に
記載の単離されたＩＬ－１７結合剤。
【請求項５】
　配列番号１の残基３０、３１、３５、４０、５０、５２、５３、５９、６２、６６、６
９、７５、７９、８８及び９７の１つ以上が異なる残基に置換されている、請求項１～４
のいずれか一項に記載の単離されたＩＬ－１７結合剤。
【請求項６】
　免疫グロブリン重鎖ポリペプチドが配列番号３～５、配列番号７、配列番号８、配列番
号１０～２０、配列番号３５～７２、配列番号７６又は配列番号７７のいずれか１つを含
む、請求項１～５のいずれか一項に記載の単離されたＩＬ－１７結合剤。
【請求項７】
　免疫グロブリン軽鎖ポリペプチドが配列番号２４、配列番号２５、配列番号２６、配列
番号２７、配列番号２８、配列番号８０又は配列番号８１を含む、請求項１～６のいずれ
か一項に記載の単離されたＩＬ－１７結合剤。
【請求項８】
　免疫グロブリン軽鎖ポリペプチドが、配列番号２３と少なくとも９０％同一であるアミ
ノ酸配列を含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の単離されたＩＬ－１７結合剤。
【請求項９】
　抗体、抗体複合体又はそれらの抗原結合性フラグメントである、請求項１～８のいずれ
か一項に記載の単離されたＩＬ－１７結合剤。
【請求項１０】
　ヒト抗体、非ヒト抗体又はキメラ抗体である、請求項９に記載の単離されたＩＬ－１７
結合剤。
【請求項１１】
　配列番号２～５、配列番号７、配列番号８、配列番号１０～２０、配列番号３５～７２
、配列番号７６又は配列番号７７のいずれか１つを含む免疫グロブリン重鎖可変領域の少
なくとも１つの相補性決定領域（ＣＤＲ）を含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載
の単離されたＩＬ－１７結合剤。
【請求項１２】
　配列番号２４～２８、配列番号８０又は配列番号８１のいずれか１つを含む免疫グロブ
リン軽鎖可変領域の少なくとも１つのＣＤＲを含む、請求項１～１１のいずれか一項に記
載の単離されたＩＬ－１７結合剤。
【請求項１３】
　配列番号１（但し、配列番号１の５０位の残基がＳ、Ａ又はＩ残基に置換されており、
且つ随意に配列番号１の残基３１、３２、３５、４０、５２、６２、６６、８８及び９７
の１つ以上が異なる残基に置換されている）のアミノ酸配列又はそれと少なくとも８５％
同一であるアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖ポリペプチドを含む、単離されたＩＬ
－１７結合剤。
【請求項１４】
　配列番号１の残基３１、３２、３５、４０、５２、６２、６６、８８及び９７の１つ以
上が異なる残基に置換されている、請求項１３に記載の単離されたＩＬ－１７結合剤。
【請求項１５】
　免疫グロブリン重鎖ポリペプチドが、配列番号６、配列番号９、配列番号３１、配列番
号３４、配列番号７４又は配列番号７５を含む、請求項１４に記載の単離されたＩＬ－１
７結合剤。
【請求項１６】
　配列番号６、配列番号９、配列番号３１、配列番号３４、配列番号７４又は配列番号７
５のいずれか１つを含む免疫グロブリン重鎖可変領域の少なくとも１つの相補性決定領域
（ＣＤＲ）を含む、請求項１３～１５のいずれか一項に記載の単離されたＩＬ－１７結合
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剤。
【請求項１７】
　配列番号１（但し、配列番号１の残基１０４、１０９及び１１５の１つ以上が異なる残
基に置換されており、且つ随意に配列番号１の残基１００、１０１、１０２、１０６、１
０７、１０８及び１１１の１つ以上が異なる残基に置換されている）のアミノ酸配列又は
それと少なくとも８５％同一であるアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖ポリペプチド
を含む、単離されたＩＬ－１７結合剤。
【請求項１８】
　配列番号１の残基１００、１０１、１０２、１０６、１０７、１０８及び１１１の１つ
以上が異なる残基に置換されている、請求項１７に記載の単離されたＩＬ－１７結合剤。
【請求項１９】
　免疫グロブリン重鎖ポリペプチドが、配列番号２１、配列番号２２又は配列番号７３を
含む、請求項１７又は１８に記載の単離されたＩＬ－１７結合剤。
【請求項２０】
　配列番号２１、配列番号２２又は配列番号７３のいずれか１つを含む免疫グロブリン重
鎖可変領域の少なくとも１つの相補性決定領域（ＣＤＲ）を含む、請求項１７～１９のい
ずれか一項に記載の単離されたＩＬ－１７結合剤。
【請求項２１】
　配列番号１と少なくとも９０％同一であるアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖ポリ
ペプチドを含む、請求項１、１３又は１７のいずれか一項に記載の単離されたＩＬ－１７
結合剤。
【請求項２２】
　配列番号３２、配列番号３３、配列番号７８若しくは配列番号７９のアミノ酸配列又は
それと少なくとも８５％同一であるアミノ酸配列を含む免疫グロブリン重鎖ポリペプチド
を含む、単離されたＩＬ－１７結合剤。
【請求項２３】
　配列番号２３（但し、配列番号２３の残基９、１０、１１、１３、１７、２０、２１及
び２２の１つ以上が異なる残基に置換されている）又はそれと少なくとも８５％同一であ
るアミノ酸配列を含む免疫グロブリン軽鎖ポリペプチドを更に含む、請求項１３～２２の
いずれか一項に記載の単離されたＩＬ－１７結合剤。
【請求項２４】
　請求項１～２３のいずれか一項に記載の単離されたＩＬ－１７結合剤をコードする核酸
配列を含むベクター。
【請求項２５】
　請求項１～２３のいずれか一項に記載の単離されたＩＬ－１７結合剤又は請求項２４に
記載のベクター及び医薬上許容される担体を含む、組成物。
【請求項２６】
　請求項２５に記載の組成物を含む、哺乳動物におけるＩＬ－１７介在疾患の治療用医薬
。
【請求項２７】
　ＩＬ－１７介在疾患が、気道炎症、喘息、関節リウマチ（ＲＡ）、骨関節炎、骨粗しょ
う症、骨びらん、腹腔内膿瘍及び癒着、炎症性腸疾患（ＩＢＤ）、慢性閉塞性肺疾患（Ｃ
ＯＰＤ）、アジソン病、無ガンマグロブリン血症、アレルギー性喘息、円形脱毛症、セリ
アック病、シャーガス病、特発性肺線維症、クローン病、潰瘍性大腸炎、同種移植片拒絶
（例、腎臓）、乾癬性関節炎、ぶどう膜炎、ベーチェット病、特定の種類の癌、血管新生
、アテローム性動脈硬化症、多発性硬化症（ＭＳ）、全身性エリテマトーデス、敗血症、
敗血症又は内毒素ショック、アレルゲン曝露に対する反応、ヘリコバクターピロリ関連胃
炎、気管支喘息、強直性脊椎炎、ループス腎炎、乾癬、虚血、全身性硬化症及び脳卒中か
らなる群から選択される、請求項２６に記載の医薬。
【請求項２８】
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　ＩＬ－１７結合剤が、（ａ）該哺乳動物において５～２８日の半減期を有し、（ｂ）１
ナノモーラー以下のＫＤでＩＬ－１７に結合し、且つ／又は（ｃ）２００ピコモーラー以
下のＫＤでＩＬ－１７に結合する、請求項２７に記載の医薬。
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